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千葉大学園芸学部 環境植栽学研究室 准教授

東京都武蔵野市出身。専門はランドスケープ学・都市緑地政策。東

京都に造園職として入庁、景観計画や広域緑地計画などを担当。

在職中に東京の緑地計画の研究で博士号を取得。2017年より公

園事務所の工事課長として、高井戸公園の整備や小石川後楽園

唐門の復元など多くの事業に携わったのち、2020年7月より現職。

共著に「造園学概論」、「『林苑計画書』から読み解く明治神宮一〇

〇年の森」など。

■総括監督実績
芝公園もみじ谷の再生整備工事
浜離宮恩賜庭園 鷹の御茶屋復元整備工事
小石川後楽園 唐門復元整備工事
高井戸公園 整備工事
砧公園 みんなの広場再整備工事 など

■資格

 ・学芸員 ・一級造園施工管理技士                                          

 ・技術士（建設部門：都市及び地方計画）

 ・測量士捕  ・グリーンアドバイザー

■プランニング実績
都市計画公園緑地の整備方針
緑確保の総合的な方針、農の風景育成地区制度
東京都景観計画     など

東京都時代のしごと

竹内智子 プロフィール

緑確保の総合的な方針（東京都）



主な研究テーマ 都市の緑の価値、人との関わりを見える化し、都市政策に反映する

●雨水浸透機能・グリーンインフラ
●都市における歴史的な緑地
●こころにやさしい公園緑地の評価
●多年草花壇植栽の価値評価

など

湯島聖堂



• いずれも武蔵野台地の標高

50mの崖線からの自然湧

水による池
• 石神井川は北区の王子近く

で隅田川に、善福寺川は神

田川と合流した後に両国橋
近くで隅田川に注ぐ

• 行政区の異なるそれぞれの

池が、都立公園になってい
るのは偶然ではない

https://www.web-gis.jp/GM1000/GM_Red1/GM_Red1-056.html に加筆

武蔵野三大湧水池

三宝寺池

善福寺池

井の頭池

石神井川

善福寺川

神田川

https://www.web-gis.jp/GM1000/GM_Red1/GM_Red1-056.html


東京緑地計画(1939）

東京における緑地帯、景園地等を

含む総合的な緑地計画。日本の都

市計画および公園史上初めての大

規模かつ具体的なマスタープラン

善福寺公園

↑高井戸公園

↓和田堀公園



東京のグリーンベルトにつくられ続ける公園
東京緑地計画の環状緑地帯は、その後、防空空地帯として、戦前に企業の運動場が誘致された
バブル経済崩壊後、企業は運動場を売却、都市計画決定されていた公園緑地の事業化が進んだ

石神井公園

三井住友銀グラウンド 20１
２年 都 ４ha

和田堀公園

みずほ銀行グラウンド
2010年 都 5ha

井の頭公園

春光スポーツグラウンド
2014年 都 4.2ha

石神井松の風文化公園 旧
日銀グラウンド
2014年 練馬区 4.7ha

柏の宮公園

旧興銀グラウンド
2004年 杉並区 4.3ha

大蔵運動場

厚生年金スポーツセンター
2010年 世田谷区 ３．９ha

高井戸公園
王子製紙・財務省・NHK
グラウンド
2020年～ 都 
9.5ha

2000年以降
旧緑地地域内に開園した公園

練馬城址公園

としまえん 2023年～
都 3.2ha

下高井戸おおぞら公園

東京電力グラウンド            
2017年 杉並区 4.8ha

※図の網かけは、旧緑地地域後の「土地区画整理事業を施行すべき区域」黒塗りは、都市計画公園・緑地



杉並区の緑地等分布図（令和４年度調査）

杉並区のみどりは、
戦前のグリーンベルト政策が
あったからこそ、

歴史と文化のある善福寺公園、
和田堀公園などの大きな公園

高井戸公園、下高井戸おおぞ
ら公園、柏の宮公園などのグ
ラウンドのある公園、
河川沿いの緑地や
農地、屋敷林が残っている

令和4年度杉並区みどりの実態調査報告書 より



善福寺公園

↑高井戸公園

↓和田堀公園

石神井川流域

石神井川流域（練馬区）の事例）



みどりの保全をしないと雨水浸透量も失われていく
（練馬区石神井川流域）

市街化による緑地の雨水浸透機能の変化に関する研究
〜東京都練馬区内の石神井川中流域を対象としてー（板谷・竹内2023）

• 市街化後の1990年頃〜2020年頃の間に失った雨水浸透量
(16.9万㎥)は、
同期間の流域対策の実施量(30.7万㎥)の約55％
降雨強度10㎜/h相当の流域対策の目標値(41.5万㎥)の約41％

• 石神井川中流域では市街化によって雨水浸透機能が、
1950年以前〜1990年頃の間で78.9％減少
1990年頃〜2020年頃の間で31.4％減少

 1950年以前  1990年頃  2020年頃

 小流域ごとの変化の状況



市民参加で雨庭づくり（武蔵野市） 流域治水×緑化×コミュニティ



市民参加で雨庭づくり（世田谷区） 流域治水×緑化×コミュニティ

（一財）世田谷トラストまちづくりHPより



多年草ガーデン（代々木公園） 生物多様性向上×緑化×コミュニティ

• 毎年植え返せずに花が咲くため、ローメンテナンス
• 植え替えしないので廃棄物が少ない
• 水や養分の投入が少なく環境にやさしい
• 毎年株が大きくなるため、見ごたえがある
• 一年中植物の変化・姿を楽しむことができる
• 多種類の植物を植えることで生物多様性向上
• 市民参加で手入れをすることでコミュニティの醸成



New York City Tree Map 緑の価値を可視化・共有

街路樹と公園内の主要な樹木の樹種・サイズ・経済価値を可視化
手入れの日時や作業内容や
CO２固定量による価値算出も可視化。

https://tree-map.nycgovparks.org/より

https://tree-map.nycgovparks.org/


大きな目標に向けた、ボトムアップの取組が始動
これに寄り添う達成状況の評価・見える化が大事

みんなのそれぞれの取組が大きな目標に向かうように

生物多様性の保全

屋敷林保全 樹林地保全
農地保全

緑化推進区民会議の提案

日本インフラの体力診断（公園緑地） より
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